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志布志モデル海を渡る

フィジー国廃棄物減量化・資源化促進プロジェクト
中間評価調査 報告

調査期間：２０１０ ５ ２８ ～ ２０１０ ６ ６調査期間：２０１０．５．２８ ２０１０．６．６
調査場所：フィジー諸島共和国

ラウトカ市、ナンディー町

志布志市環境政策室 室長 西川順一



これまでの経緯経緯

Ｈ19.8.28 中央環境審議会「志布志市の環境政策」発表

Ｈ191025 26 国際協力機構（ＪＩＣＡ）来市Ｈ19.10.25～26 国際協力機構（ＪＩＣＡ）来市

Ｈ20.10.14 委嘱：フィジー国廃棄物減量化・資源化促進

プ ジ クト国内支援委員会委員プロジェクト国内支援委員会委員

Ｈ20.11.8～15 運営指導調査に同行「一期一会」

Ｈ21.11.24～26 カウンターパート職員来市

Ｈ22.5.28～6.6 中間評価調査に同行「国づくりは人づくり」

Ｈ22.9.6～9 カウンターパート職員来市予定



「志布志市モデル」海を渡る布 市 デ 」海 渡

フィジー国
廃棄物減量化 資源化促進プロジ クト廃棄物減量化・資源化促進プロジェクト



フィジー国廃棄物減量化・資源化促進プロジェクト

目標：フィジ 国のビチレブ島西部地域（ラウトカ市（45 000人）とナンディ町（15 000人）目標：フィジー国のビチレブ島西部地域（ラウトカ市（45,000人）とナンディ町（15,000人）
の３Ｒ（リデュース、リユース、リターン）モデルの構築を通じて、環境局も含めた３Ｒに
係る行政能力を向上させる。



リサイクルごみ出し週２・３回リ み

自宅の前に出します自宅の前に出します

パイロット地区 ２００９年９月～分別収集開始
ラウトカ市 フィールド４０地区 123世帯
ナンディー町 マタボリボリ地区 162世帯 3時間の時差があります

現地時間：3時間たします



リサイクルごみは１つの袋で排出リ み 袋 排

パイロット地区



リサイクルごみの回収リ み 収

パイロット地区



生ごみは各家庭で堆肥化！み 家庭 肥化

パイロット地区



生ごみ堆肥で家庭菜園！み 肥 家庭菜

パイロット地区



一般的なごみ収集般 な み収集

「混ぜればごみ」状態



埋立処分場の改善①分場 改 ①

埋立場所の区割り



埋立処分場の改善②分場 改 ②

トラックスケールの設置



埋立処分場の改善③分場 改 ③

移動式コンクリートブロックの設置



埋立処分場の改善④分場 改 ④

市場から排出される生ごみの堆肥化



ホテルの取り組みテ 取り組み

カン ペットボトルなどを分別カン、ペットボトルなどを分別

生ごみ堆肥で花木栽培 生ごみを堆肥化



植物園での取り組み植物 取り組み

草木や芝の堆肥化



学校での取り組み学校 取り組み

クラスに分別指導員がいます
学校の か所に集めます学校の一か所に集めます



フィジー砂糖会社での取り組み砂糖会社 取り組み

敷地内の木を伐って燃料へ敷地内の木を伐って燃料

野積みされたサトウキビかす



調査団内打合せ（2010.5.29ナンディー町）

間宮さん

天野さん
吉田さん



第６回合同調整委員会（2010.6.4スバ市）

フィジー国（保健省、環境省、ラウトカ市、ナンディー町）フィジ 国（保健省、環境省、ラウトカ市、ナンディ 町）
日本（ＪＩＣA、日本大使館、専門家、調査団員）
中間評価結果「このプロジェクトは順調に実施されている」



今後も良好な関係を

2010.6.4第６回合同調整委員会での発言要旨

１．志布志モデルが参考になってうれしい
２．職員の３Ｒに対する意識が向上している
３ 住民の意識も変化しつつある３．住民の意識も変化しつつある
４．最終処分場も大きく改善されている
５．今年９月の志布志市での研修をさらに充実させたい
６ 今後も良好な関係を続けていきまし う そのためには志布志市民が６．今後も良好な関係を続けていきましょう。そのためには志布志市民が
フィジーを知り、好きになってもらいたいと考えている

７．このプロジェクトは成功すると信じている、そのために全力を尽くそ
う

８．困った人を助けることあるいは困った地域を助けることは我々の務め
だ。ともにがんばりましょう



ロボ（蒸し焼き料理）をいただきました

シャレンさん

ラウトカ市職員のシャレンさん宅で



国づくりは人づくり

この写真は、ナンディー町での歓迎会時のものです。「国づくりは人
づくり」という言葉を感じた調査でした、ありがとうございました。


